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「
ニ
ー
ズ
別
演
習
」を
実
施
し
て
い
る
。
自
己

分
析
か
ら
模
擬
面
接
に
至
る
ま
で
、
学
生
は

自
分
の
就
職
活
動
の
進
み
具
合
に
応
じ
た
演

習
班
を
選
ぶ
。
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
指
導
を
少

人
数
で
受
け
ら
れ
る
た
め
、
学
生
も
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

授
業
や
グ
ル
ー
プ
指
導
は
、
学
科
の
全
教

員
と
進
路
指
導
の
職
員
が
担
当
す
る
の
が
本

学
の
特
徴
で
あ
る
。
多
く
の
演
習
は
同
じ
ゼ

ミ
生
を
意
識
的
に
別
々
に
し
た
グ
ル
ー
プ
設

定
の
た
め
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
学
生
同
士

の
人
間
関
係
が
広
が
る
。
同
様
に
、
ゼ
ミ
担

任
以
外
の
教
職
員
と
の
関
係
も
広
が
り
、
ど

の
教
職
員
に
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
が

作
ら
れ
て
い
る
。

２　

保
育
福
祉
学
科
の
進
路
支
援

保
育
・
介
護
福
祉
専
攻
は
１
年
次
か
ら
段

階
を
踏
ん
だ
実
習
を
重
ね
る
。
短
大
で
学
ん

で
は
保
育
所
や
幼
稚
園
、
介
護
施
設
等
で
実

習
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
着
実
に
実
践

力
を
つ
け
る
。
就
職
率
は
例
年
１
０
０
％
で

あ
る
が
、
そ
の
全
員
が
専
門
就
職
を
叶
え
る

の
も
本
学
の
特
徴
で
あ
る
。
多
忙
で
厳
し
い

日
々
の
中
、
入
学
時
の
夢
を
持
続
し
達
成
さ

せ
る
た
め
、
教
員
が
一
人
ひ
と
り
を
厚
く
丁

寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し
支
え
て
い
る
。

３　

基
礎
学
力
向
上
の
た
め
に

基
礎
学
力
の
向
上
も
重
要
な
課
題
と
捉
え

て
い
る
。
学
長
自
ら
教
壇
に
立
つ
公
務
員
講

座
は
、
公
務
員
志
望
者
だ
け
で
な
く
、
就
職

筆
記
試
験
対
策
を
目
的
に
聴
講
す
る
学
生
も

多
い
。
社
会
人（
公
務
員
）で
即
戦
力
と
な

る
べ
く
、実
践
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

毎
回
、
講
義
を
踏
ま
え
て
の
討
議
、
レ
ポ
ー

ト
、
論
作
文
と
い
っ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
繰

り
返
す
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
Ⅰ
・
Ⅱ
で
は
毎
回
、

授
業
の
冒
頭
に
10
分
間
の
一
般
常
識
小
テ
ス

ト
を
行
い
、
そ
れ
に
準
じ
た
模
擬
試
験
を
年

４
回
行
う
。「
学
習
の
習
慣
付
け
」を
狙
う
も

の
で
、
学
生
は
着
実
に
身
に
つ
け
て
い
る
。

４　

今
後
の「
聖
和
」の
取
り
組
み

本
学
は
学
び
を
生
か
し
た
地
域
で
の
活
動

に
も
積
極
的
に
力
を
注
い
で
い
る
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
系
の
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、
製
菓
系
の
カ

フ
ェ
出
店
、保
育
専
攻
に
よ
る
子
育
て
支
援
、

ス
ポ
ー
ツ
系
の
子
ど
も
サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
、

多
く
の
学
生
が
地
域
の
方
と
の
交
流
を
通
し

て
成
長
し
て
い
る
。
ま
た
、Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
、

す
ず
め
踊
り
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
な
ど
学
生
の
地

域
貢
献
活
動
は
、
短
大
を
挙
げ
て
支
援
し
て

い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
だ

学
生
が
自
ら
の
課
題
を
見
つ
け
、
解
決
す
べ

く
学
科
や
専
攻
の
枠
を
越
え
て
地
域
の
方
と

協
力
す
る
機
会
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
経
験
が
、
問
題
解
決
力

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
伸
ば
す
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

明
る
く
清
潔
な
校
舎
の
中
、
い
つ
も
自
然

な
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
る
様
子
は
気
持
ち
良

く
、
来
校
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
は
お
褒
め
の

言
葉
を
い
た
だ
く
。
教
職
員
は
学
生
に
名
前

で
呼
び
か
け
、
顔
の
見
え
る
関
係
は
小
規
模

短
大
な
ら
で
は
の
特
色
で
あ
る
。
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
で
き
る
仕
組
み
、
そ
の
よ
う
な

雰
囲
気
が
本
学
の
進
路
支
援
の
特
徴
で
は
な

い
か
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き

た
い
。

本
学
は
１
９
５
１
年
に
開
学
し
た
、
全
学

生
数
約
６
０
０
名
の
小
規
模
大
学
で
あ
る
。

仏
教
精
神
を
基
と
し
た「
慈
悲
」と「
和
」そ

し
て「
智
慧
」を
学
ぶ
こ
と
を
建
学
の
精
神

と
し
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
て

い
る
。
陸
奥
国
分
寺
跡
に
創
設
さ
れ
た
学
舎

を
１
９
８
７
年
に
移
転
し
、
現
在
は
仙
台
市

北
西
部
の
住
宅
と
緑
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
環

境
の
中
に「
キ
ャ
リ
ア
開
発
総
合
学
科
」と

「
保
育
福
祉
学
科
」の
２
学
科
を
置
く
。

地
域
総
合
学
科
と
し
て
発
足
し
た
キ
ャ
リ

ア
開
発
総
合
学
科
は
、
製
菓
、
カ
フ
ェ
・
フ
ー

ド
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
司
書
、
公
務
員
、
医

療
事
務
、
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
・
金
融
、
観
光
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
９
分
野
か

ら
な
る
。
学
生
は
異
な
る
分
野
の
ユ
ニ
ッ
ト

を
組
み
合
わ
せ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
広
い

視
野
で
学
び
な
が
ら
進
路
を
選
択
す
る
。
ま

た
、
保
育
福
祉
学
科
は
、
保
育
と
介
護
福
祉

の
２
専
攻
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
少
子
・
高
齢

化
時
代
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

１　

キ
ャ
リ
ア
開
発
総
合
学
科
の

　

進
路
支
援

キ
ャ
リ
ア
開
発
総
合
学
科
で
は
、
１
年
次

か
ら
２
年
次
前
期
ま
で
進
路
選
択
の
た
め
の

科
目
を
必
修
と
し
て
い
る
。

１
年
次
の「
キ
ャ
リ
ア
開
発
Ⅰ
」で
は
、
全

学
生
を
５
～
６
名
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、「
企
業
研
究
」を
課
題
と
し
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
う
。
約
２
カ
月
間
課
題
に
取
り

組
む
中
で
、
研
究
方
法
、
企
業
訪
問
マ
ナ
ー
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方
法
、
グ
ル
ー
プ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。

２
年
次
の「
キ
ャ
リ
ア
開
発
Ⅱ
」
で
は
、
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